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追 悼 　 中 西 悟 堂 氏

「野 鳥 と共 に」(昭和10年 刊,巣 林書房),こ の書 には ヨシ ゴイが著者 中西 さんの書斎 でネ コと暮 し,

他 の鳥 も肩 に止 った りしている写真があ った.仔 飼 いにせ よ ヨシ ゴイには驚いた.幼 い頃か ら苦労 さ

れ,滝 に打たれ,山 に臥す荒行で知 られ,唯 一 の慰 みが 鳥の訪れ であ り,小 鳥が肩に止 った りした と

い う,鳥 や獣 は人 の 目を見 る,中 西 さん の 目は きっと友 を求 める親 しみに充ち ていた のだろ う,そ の

目が ヨシゴイをあれ ほど懐 かせ,ま た どん な鳥 も中西 さんを友 として暮 したの であ る.山 中の苦行 で

すがる ように 鳥を求めた中西 さんは 鳥を忘れ られず,つ いに 家 に野 の鳥を 呼込んで しまった.し か

し,余 裕がで きてみ ると,書 斎 で安 楽に生 きる彼 らの 目に野生を忘れ子孫 を増 やす使 命を果 せない憐

れ さを感 じとって,は た と我が自我の非 に覚め られ たに違いない.そ れは,野 の鳥は野 にの悟 りであ

った(「 野鳥 と共に」p.174参 照).「 野鳥」 とい う呼び名は,こ の時彼 らに与え られた心 の底 か ら生

れた ものであ ったろ う.そ の後 の中西 さんの生 き甲斐は,「 野鳥」であ るべ き彼 らの籠 からの解放に捧

げ られ た.

そ こに,飼 鳥問題 のみな らず,霞 網,空 気銃の問題への闘志 に充ちた エネルギーの源が あった.そ

れは,か つての荒行や放飼いを通 じて の悟 りに裏づけ られ,一 歩 も譲れ ないか た くな さともな り,猟

友会 など との論争 も根強い もの とな った.そ して,鳥 類保護連盟会長 と して起 たれ た山階 芳麿博士 と

並 び,保 護の指導の双壁 として不屈の闘志で事 に当られた.

昭和9年,中 西 さんの悟 りによ りで きた 日本 野鳥 の会 には,当 時 の 日本鳥学会 の学者や詩人 も賛同

し,次 第 に若い会員が増え,中 西会長 の労 を惜 まぬ山野の指導 がは じま り,初 期に名づけ られた 「探

鳥会」 の名で普及 し,後 継 の指導者 も多 く育 った.し か し,山 中で昔 を しのんで小鳥を集 め,鳴 声を
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擬 しての探鳥指導は山梨 の中村幸雄 氏を除け ば比類な く,全 国の山 を踏破 し,転 落負傷 して も止 まず,

鳥の観 察や山の詩,随 筆の文様 と数は内田清之助博士のそれ と対 比 されて彩 しく,逝 かれ た時 も 「定

本野 鳥記」が続いていた.

若世 代の会 員の増 加に伴 い,研 究 部 も初期に すでにつ くられたが,自 身 も水 に没 し,木 に攀 じ,森

に潜ん での生態観 察や生態写 真 も数 多 く出 され た.し か し時 代は移り,自 由な趣味 の会を脱 して,資

金を集 め,保 護 を事業 として推進す る実動 の財 団法人化 の波に押 され て,名 誉会長 として第一線を引

かれ,弱 視 の進む も意 とせず,生 涯 の書 「野鳥記」半ば で終 られた,行 年89才,昭 和59年12月

8日,法 名悟堂 のままで あった.

その時,中 西野鳥 の会は事実上脱皮 した.し か し,そ の基盤あ って こそ,山 下静一第二 代会長 の も

と,活 力 に充ちた現在 の野鳥の会のあ ることは,歴 史 として消え ることはない.

終りに,日 本鳥学会 に も昭和22-50年 の長 きにわた り評 議員を勤められ たこ とを感謝 し,ご 冥福 を

祈 りつつ,こ の一文を ご遺族に捧 げ る.　 (黒田長久)

中西さんをおくる

夏 ごろ,中 西 さんの健康状態が よ くない らしいとい う噂を耳に した.9月には,も うこの冬 は越 せ

ないの ではな いか とい う話 も聞いた.し か し,そ のよ うな ことを仄 聞す ることは以前に もあった し,

これ とい った根拠はない ものの,ま た元気に机に向かわれ る日が来 るもの と信 じていた.8月 に頂 い

た葉 書 も,「年のわ りには小生,ど うや ら何 とかや ってお ります」とい う文 で終っていたので,安 心 し

たい気持 ち もあ った.10月 に高野 伸二 さんの計報 を電話 であち こちに知 らせ ている時,中 西 さん も入

院 している と聞 き,あ わててご自宅に電話 した ところ,す でに退院 され ていて,元 気な お声を聞 くこ

とが で きた.秋 口に体 が不調 だったので,検 査 のために入院 したこと,あ らゆ る検査を され てかえっ

て疲れ て しまった こと,CTス キャンで輪切 りに され た こと,腎 臓が弱 ってい ると指摘 された ことな

ど,い つ もの とお り次第 に滑 らか にな る口調 で語 られ た.ち ょうどそ の 日の朝,退 院 して初めて庭に

出た こ と,「定本野鳥記」(春 秋社)や 「アニマ」(平 凡社)の 仕事 にも直 きに手を付け るな どとも.結

局,こ の葉書 と電話が 中西 さん に接す る最後 の ものとなって しまった.

以前か ら著書を読み,軽 井沢の探鳥会で指導 していただい ていた私ではあ るが,深 く中西 さん と係

りあ ったのは,昭 和44年 に 日本 甲種猟友会が国会議 員多数 の署名を集 めて カス ミ網 の使用 を認 め さ

せ ようとした事件があ ってか らであ る.カ ス ミ網に よる密猟は,禁 止後20年 以上 も過 ぎた 当時,な

お も陰 に陽に続いていた.そ して,折 に触れ,こ の ような形で噴出す るのだった.こ の事件が契機 と

なって,私 は翌年 の初夏か ら53年 春 まで,日 本 野鳥の会事務局 に勤 めた.私 淑 していた ものが,使

われ る身 になった訳 である.そ れ までに,中 西 さんの気難 しさにつ いては,い ろい ろと話を聞か され

ていた.中 西 さんの許 で働 くな どやめた方 がよい と忠告 して下 さる人 も何人かいた.し か し,カ ス ミ

網 の件で中西 さん との係 りを持 っていた経験か ら,確 か にいわゆ る難 しい人ではあ るが決 して意 思の

疎通を図 ることがで きない人 とは思えなか った.1年 ほ どたってか らではあ るが,私 の意見 を入れ て,

それ まで 旧かなづ かいで書かれ ていた 「野鳥」 の原稿を現代かなづ かいを使 って書 かれ るよ うになっ

た ことで も,こ の ことは知 られ よ う.そ れに共通の認識 があ った.今,野 鳥の会が 力を持 たなければ,

日本 の 自然は近 い将来悲惨 な ものにな るであろ うこと,ま た従 来の他の 組織 お よび会 の中心 にいる方

方 の力は余 りに限定 され ている こと.実 際,自 然 の保 護や公害 問題 に関す る問題意識 の強 さには,中

西 さん とほかの方 々の間 には大 きな距 りがあると私 は感 じた.人は,ワ ンマ ンであ ると中西 さんを非

難 したが,こ のこ とについ ては,む しろ中西 さん の方が深い孤独感を持ち続けていたのではなか ろ う

か.

昭和45年11月に,野 鳥の会は財団法人 とな った,こ の ころの中西 さんには心労が絶 えなか った
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よ うだ.お 会いす る度 に顔色が悪 くな っていた.終 いたは手 の甲や腕 のあち こちこちに内出血を おこ

して紫色 の斑点が 出るまでになった.法 人設立に必要な募金 は予定 どお り集 るのか,時 期尚早 とす る

反対意見を ど うさば くか,有 給 の職員をかかえ て うま く運営 で きるのか,な ど難問が重な ってい た.

それ に法律上の手続 きが難航 していた.早 く設立 した い とす る希望 が過大 に伝 わって,当 時農林政務

次官だ った渡辺美智雄衆議院議員が,い かに も威勢 よ く林野 庁 の担 当者 に早 くしろ とせか して くれた

のであ る.当 の担当者は通例 どお りの手続 きを踏んでいた ので,か え ってへそ を曲げ,難 題 を持ち出

してきた.私 は これ らの問題には楽観的であったが,中 西 さん の健康には悲観 していた.法 人設立後

の最初の仕事 は,中 西 さんの葬儀ではないか と真剣 に考えざ るを得なか った.葬 儀委員長 は どなたに

引 き受けていただ こうかな どと秘 かに心 の準備 もしていたのであ る.

長い間 日本野 鳥の会 の会 長席 にあった中西 さん と,さ まざ まな理由で袂 を分かつ破 目になった人は

多い.鳥 の世 界の第一 線 で活躍 している方 々では,む しろその よ うな人の方が多いか も知れ ない.確

かに,実 行力に富む者 よりも時 に讒言す る者 の言 を忠誠 心の表 われ とす る傾向があ った.そ んな背景

が あったので,54年 秋か ら中西 さん と一部の理事 および事 務局 との対立 が起 きた時に,中 西 さんをあ

くまで支持す る人は少数派 であった よ うだ.そ して,い ったん会長 を辞 したあ とで名誉会 長に就任 し,

これ ら少数 の人 々か ら受け ていた信望 さえ傷つけ て しまわれ た よ うに思われ る.52年 秋,中 西 さんは

文化功労者 の列 に並 ばれた が,当 時事務局にいた私は何度 かひや りとさせ られ た.中 西 さんに文化勲

章を とい う働 きかけに,一 部 の理事か ら全 く意外な反応 が起 こったのであ る.そ んな運動はけ しか ら

ぬ,ま た中西 さんにはそんな資格はない とい う人 まで出た.こ の時 の運動 には,私 は書類 を整え る程

度 のこと しか参加 しなか ったが,中 西 さんには十二分な資格が あること,そ の ことは十 分に理解を得

られ るだろ うことには確信を持 っていた.実 現 には周 囲の人たちの運動が必要な こと も.そ して栄誉

に伴な う国か らの 年金 が 欲 しか った.会 としては 当然 中西 さんの 老後 の ことも考 えね ばな らなか っ

た.そ れ に よって会 の責任 を免れ るわけ ではないにせ よ,中 西 さんに年 々無税の年金が入 る ことにな

れ ば,会 の負担はかな り小 さ くな ると考えた.中 西 さんは激怒す る.会 の理事か らそ んな意 見が出 る

とは思 い もよ らなか ったのであろ う.そ う い う人 たち も出 て ぐるであ ろ う祝賀 パーテ ィなぞ 開 くな

と.私 としては,君 たちのお祝 いの言葉 を受け るほど嬉 しい ことはない よ,ぐ らいお っしゃって欲 し

い気持 ちだった.パ ーテ ィは帝国 ホテルでに ぎやか に行われ たが,こ の時の亀裂は後 々に跡を 引 く.

こ うした ことが あって,中 西 さんの晩年は心愉 しか らぬ ものがあった ようだ.腰 を痛めて歩行が 困

難にな った うえ,白 内障で視力を弱めた こともお気の毒だ った.山 野を歩 き回 り,緑 を鳥かげを楽 し

む ことがで きな くな られたのだ.こ うした ことがで きたな ら,も っ と晴れ やかな 日々を持 たれたであ

ろ うに.考 えてみ ると,私 は この よ うなお体の状態に対 し,ほ とん どお慰め しなかった.そ うい う言

葉を持つ方 々は大勢 い らっしゃるよ うだ ったので.体 が弱 ってか ら初め て病身 の人 の気持 ちが分か る

よ うにな った よ,と 口に された ことがあ った.私 が健 康のために ジ ョギ ングを始めた時 も,我 が こと

の ように喜んで下 さった.そ して,私 が喉 を痛めやす い と気づかれてか らは,私 の前では決 して煙草

を 口に され なか った.気 がつかない うちに暖 かい多 くのお心遣 いを もっと受け ていたに違 いない.棺

の中の中西 さんは血色 も良 く,狭 い棺が不満 だ といわんばか りに肩を張 っていた.肝 臓がん とい うこ

とだ ったが,と て もそ うは見 えなか った.つ まらぬ一過性 の病気であ って,持 ち こたえれば まだまだ

長寿を続け られた のに と思 った.感 謝 の念 よ りも,残 念 とい う気 持ちの方 がは るかに強か った.

(竹下信雄)

中西悟堂氏の略歴,主 要著書につ いては｢ア ニマ｣1985年3月 号お よび｢野 鳥｣1985年3月 号を

参照 されたい.




